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〇令和 4年 5月定例役員会 

日 時  5月 14日（土）14:00～16:30   

場 所  ふるさと歴史館       ＊場所に注意願います 

〇新入会員   小田 弘史さん（平成 4年 社会科学部卒） 

        住所  埼玉県富士見市 

〇他稲門会関係 

  東久留米稲門会 総会・懇親会 

    日 時  5月 21日（土）14:00～18:30   場 所  成美教育文化会館 

    出席者  山本 岩男、町田 光髙 

 

  

 

第２９１号 

 
 ホームページ http://higashimurayama-waseda.jp/ 

 

お花見会報告 

１．開催目的・形態               
➀この 2年程、コロナウイルスのため対面でのイベントが開催できていません。そこで多くの会員の参加の
もと、お花見会を通して会員相互の交流を図ることを目指しました。 

➁この機会に新入会員 8名、一般会員の方に声掛けし、参加を促す事にしました。（残念ながら新入会員 
1名、一般会員 4名、会員夫人 3名の方の参加でしたが、次のイベントに繋がることになると思います） 

２．開催日時：3月 26日（土）午前 10時～午後２時 
３．開催場所 : 小金井公園（江戸東京たてもの園前広場・ 小平駅から 5㎞) 

桜名所ランキング 14位、広さ 80ha、桜 1700本、50種類（上野公園 800本） 
４．コース：小平駅南口集合 10:00→サイクリングロード→小金井公園→11:40江戸東京たてもの園前広場着 

お花見(12時～13時) (飲食 ok) 現地解散 
５．花見の状況 

3分咲き、花見客は数えるほど。満開予想は 4月 2日で花見客が押し寄せるのでしょうか？ 
天候は曇りで、終了したら小雨。南風強く、温かい日でした。 

６．感想 
お花見を通してウオーキング 7㎞で健康維持、対面での会員同士のコミュニケーションを充分図れました。 
今後もより多くの会員の方にイベントなどに参加いただけたらと思います。 

                                  

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

江戸東京たてもの園玄関前で               桜の広場の横で花見 

参加者 23名： 
青木淳夫妻、青山稔、阿部茂、一色泰久、大内一男、岡田一郎、尾島敏夫、小田弘史、小野浩一、黒田祐司、 
小森敏孝、崎山裕子、高橋正夫、當間昭治夫妻、三宅良太、山本岩男、吉田勝、町田光高夫妻、野村茂樹、町田和夫 

(町田 和夫 記) 

 

 

 

令 和 ４ 年 ４ 月 ９ 日 発 行 

発行責任者：山 本 岩 男 

編 集 長：山 本 岩 男 

編 集 者：小 菅 ･滝 来 (京 )･小 野 (浩 ) 
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3 月 12 日（土）役員会の主なる報告 

 
１．会議・講演会出席報告 
①三多摩支部 幹事長・事務局長会議（2/19） 
 ・ZOOM 会議、町田（光）出席。26 稲門会が出席。本年度幹事稲門会は八王子、日野。 
 ・議題は①三多摩支部活動報告②2022 年稲門祭副本部長・運営委員の推薦③2022 年各稲門会総会日程

④2021 年三多摩支部各稲門会役員名簿⑤三多摩支部規約⑥三多摩支部今後の組織運営 
 ・2021 年に関して、対面での活動はなかった。 
・各稲門会の活動状況は、屋外を中心に活動再開が多い。忘年会・新年会を実施した稲門会もある。
但し、食事は持ち帰り等で対応している。 

・三多摩支部支部長任期複数年制について、‘検討タスクフォースの設置’の執行部意見あり。 
 ・2022 年度の幹事稲門会は立川、国立。 
②校友会 幹事長・事務局長会（3/12） 
 ・ZOOM 会議。山本（岩）、大内、町田（光）が出席。 
 ・引き続き田中総長の講演があった。 演題：『2050 年を見据えて飛躍をめざす早稲田』 
③西東京稲門会 20 周年記念講演会（3/5） 
 ・山本（岩）、黒田、當間、大内、町田（光）が出席。 
 ・記念講演  講師：中林美恵子早稲田大学教授 

演題：バイデン政権下のアメリカと日米関係 
記念式典（早稲田大学マンドリン楽部による演奏）。 

２．新入会員勧誘活動 
・入会案内（入会のお誘い）のパンフレットを作成中。 
・校友会から卒業生情報を入手し、勧誘活動をする。 

３．ホームページメンテナンスの運営とニュースの編集委員 
・役員は自身が関連する分野を検索し、修正箇所を 3 月末迄に山本（岩）、町田（光）宛報告する。 
・ホームページのメンテナンスについて、粘り強く更新者をみつける。 

   ・ニュースの編集委員に、小野浩一さんが新たに加わっていただくことになった。 

お誕生会の実施について 

春の陽ざしを感じる季節になって来ましたが、皆様におかれましては如何お過ごしでしょうか。蔓延防止等重

点措置日は一応解除となりましたが感染者数は高止まりのままで、3回目のワクチン接種者はまだ少ない状況

です。コロナ禍でお誕生会をずっと中止にしておりましたが、状況をみながら可能であれば実施したいと思っ

ております。いつ頃どの様にはするかはこれからの状況をみて判断致しますので、今暫くお待ちいただきたく

宜しくお願い申し上げます。                誕生会幹事 滝川 桜子 紅松 容子 

 

 

 

「早稲田大学１００キロハイク」応援・交流イベント開催 

 100キロハイク･応援委員会                                                                          

 コロナ禍で 2年間中止した「早稲田大学・本庄～早稲田 100キロハイク」が 3年ぶりに 5月 7日～8日に開

催されることになりました。今年も 5月 8日（日）に多摩湖自転車道・美住陸橋下（歩道トンネル内）の一角

に応援・交流ブースを設営して、母校の後輩学生の 100キロハイク完歩の激励エールを送ります。全行程の約

3／4を踏破して当地に到着した疲労困憊の学生たちは、さらに大隈講堂を目指す約 24㎞の最終コース踏破に

立ち向かいます。会員諸兄姉の応援ブース周辺での応援参加をお待ちいたします。 

応援・交流日時     令和４年 5月 8日（日）11：30～13：20前後  

（ご都合のつく時間に応援・交流ブースにお出向きください。自転車置き場も 

確保しています） 

 応援・交流ブースの設置場所    

多摩湖自転車道（都立中央公園の北側）の新青梅街道・美住陸橋下（歩道トンネル内） 

（陸橋下のトンネル内なので、雨天時でも応援ができる場所です） 

 応援･交流活動 

➀「東村山稲門会」のぼり旗掲揚、各種応援グッズによる学生への完歩激励応援と交流活動 

➁学生の有する空き缶、空きペットボトル等の回収支援活動  

                            問合せ先  岡田一郎 （携帯 080－1078―4641） まで 
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第 122回「稲酔」俳句会は、4月 28日（木）14：00～に開催いたします。 
（場所未定、後日連絡いたします） 

兼題は「長閑」（のどか、のどけし、のどやか、駘蕩）です。春のゆったりとした春
の気分を表す季語で、「うらうら」と言う季語が春の光の明るさを言うのとはニュアン
スが異なる点も充分に汲み取りましょう。 

先日、当会定席の久米川駅前「丸藤」の店主近藤さんと、久しぶりに電話で話をしました。コロナ禍も
まだまだ油断のならない先行きですが、環境整備の上での同店の再開が待ち遠しい限りです。 

ところで、俳句では、「春の雨｣は春の季節に降る雨の総称であり、「春雨」（はるさめ）は、晩春に物静
かに小止みなく降る雨、その他「菜種梅雨」、「春時雨｣、「花の雨」、「春驟雨」など、季語に因って十七音
で詠まれる世界の展開が異なってくる面白さがあります。 

次回から新しい仲間が増える予定です。新学期を機に皆さんも是非ご参加を・・。  （稲雀 記） 

世話人：井垣  和太   TEL 04-2924-2934 
    黒田  祐司   TEL 080-9567-6994 

 

 

 

世話人：富澤 文雄 TEL 080-5086-8461 

 

 

仲 間 の 絆 

テニス同好会の例会は毎月 4～5回開催しています。開催時間は 9:00～13:00の 4時間です。
テニス好きの会員が毎回 10 名程集い、元気いっぱいコートを駆け巡ります。それだけでも
楽しいものですが、それに加え下記の活動も仲間の絆を深めます。 

１）コートの申込：市営コートの確保が簡単ではないのです。理由は錦織圭が全米オープン準優勝、 
リオのオリンピック銅メダル、世界のトップ 10 にランク入り、大阪なおみが全米オープン、全豪オー
プンそれぞれ 2 度優勝、世界のランク第 1 位の活躍と人気のスポーツで愛好者が多いのです。東村山市
では軟式テニスの愛好者も多く同じコートを利用します。そこでコート確保の為に会員全員が世話人の
指示した日時のコートを申し込みます。例えば同じ日時のコートを市民 30 名申し込んだ場合、 
各自の当選確率は 1/30 です。一方世話人の指示に従い当会員が 10 名申込めば当会の当選確率は 10/30
と 10 倍に上がります。一致団結してコート確保に努力しています。 

２）役割分担：コートの当選だけではテニスをするには十分では有りません。同じ日時のコートを複数
の会員が当選した場合は誰の当選を予約し、他の当選をキャンセルし確定するコート担当、ボールの 
購入、管理、当日コートに持参するボール担当、コート料金、ボール代金の徴収・支払する会計担当、
ニュース同好会便りの作成投稿担当等が必要で、その役割を会員全員が分担しています。 

３）同好会会員限定のライン：ラインを通じ連絡等をしています。世話人からのコート申込の指示、 
例会の確定日、次回例会の参加又は欠席、コロナ終了後には忘年会、合宿の連絡、市がシチズンの 
コート購入の噂等、会員限定なので気軽に情報を流す事が出来ます。 

４）情報交換：試合観戦中には稲門会会員の動静、病気怪我の体験話、パソコンの困り事とその相談、
介護の情報、コロナ、認知症対策等種々の情報交換が出来ます。気の知れた仲間と共有する貴重な 
時間です。自宅に籠もらず、仲間との会話は認知症予防の有力な対策です。 

テニスの技量には拘らず、無心にボールを追う喜びを優先しております。皆様のご加入をお待ちしております。
（黒田 裕司 記） 

尚、 2 月中旬以降の例会の参加者は下記の通りです 。 

例会日 参加者数 参 加 者 名（敬称略） 

2/21 9 名 黒田、田島、當間、戸田、野村、平井、山口（修）、町田(和)夫人、吉田勝 

2/27 10 名 黒田、滝来(京)、田島、富澤、野村、平井、山口(修）、町田(和)夫人、吉田勝、吉原 

3/ 7 9 名 黒田、滝来(京)、田島、當間、富澤、野村、平井、山口(修）、吉田勝 

3/16 8 名 黒田、滝来(京)、田島、當間、戸田、野村、山口(修）、吉田勝 
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昨年 11 月 12 日に「秋まき草花の苗の交換会」を実施しました。その時持ち帰られた、パンジー・ビオ

ラ・カンパニュラ・ゴデチャ・金魚草等の生育状況はいかがでしょうか？その苦労話や近況報告等を話し

合い、恒例の「春まき草花の苗の交換会」を下記にて実施します。手ぶらでの参加もＯＫ、新たなメンバ

ーを期待しています。 

   ○春まき草花の苗の交換会 
    日 時 ： 5 月 12 日（木）  14：00～15：30 

    場 所 ： 市民センター  第 4 会 議 室 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年の早稲田大学野球部は、連覇を期待されながらも、春季リーグ戦は 5 位に終わり
ました。強い慶應と互角に戦いながらも残念な結果でした。それでも秋に期待が持てる
流れでした。 

実際秋季リーグ戦は、慶應と優勝をかけての対戦（2 連勝が早稲田優勝の条件）。初戦は 5-3 で勝利。 
盛り上がりましたが 2 回戦は 3-3 の同点引き分けで、あと一歩のところまで慶應を追い詰めましたが賜杯
を受け取ることはできませんでした。 

さて、そして今年は？中川卓也（大阪桐蔭時代、春夏連覇したときのキャプテン）を主将に据え、あの
劇的な 2 点ホームランの蛭間拓哉らを副将に賜杯奪還、そして日本一を目指します。 
私たちは彼らを応援し、その応援の力で勝ってもらいたいと願います。ZOOM となるか球場での応援

となるか、現時点ではまだはっきり申し上げることはできませんが、またニュース 5 月号に掲載させてい
ただきます。 
参加ご希望の方は、5/22（日)までに世話人に電話またはメールでご連絡ください。 
電話は上記の番号、メールは(小森 komobt1225@yahoo.co.jp 富澤 edokko.81426k.ann@gmail.com)です。 

（小森 敏孝 記） 

担当世話人：小森 敏孝 TE 090-5199-5300 
世話人：富澤 文雄 TE 080-5086-8461 

 
 

有志ゴルフコンペ開催  

長い冬が終わり、春が薫り始めた 3 月 10 日、3 年振りにゴルフコンペを西武園で開催した。 

まだコロナ感染者数が高止まりしていて蔓延防止等重点措置が続いている中、正式なコンペ 

開催は難しく 3 回目ワクチン接種を終えた人に限っての有志による開催だった。 

8 名 2 組であったが久し振りにグリーンでの再会を果たした。 

今回松井明さん(昭和 46 年卒)と平井康雄さん(同 55 年卒)の 

2 名の新会員にも参加いただきプレイ後簡単な歓迎会を持った。 

正式な成績表彰は無しのコンペではあったが、参考迄に集計 

した結果による幻の優勝者は、山本岩男会長だった。 

次回は 9 月第 2 木曜日を予定。 

今度こそ制限の無い自由なコンペが開催出来る事を願っている。 

参加者 

  (後列左から）野村茂樹、山本岩男、紅松 喬、吉田  勝 

  (前列左から）尾島敏雄、松井  明、井垣和太、平井康雄 

世話人：紅松 喬 TEL 042-393-6924 

世話人：當間 昭治 TEL 042-391-6023 

ZOOM 観戦または球場観戦 2022 春季野球早慶戦 

５／２９（日）ZOOM１２時４５分または球場１２時 
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3 月 18 日（金）に今年 2 回目の例会を市民センターにて開催いたしました 

 

今回は囲碁とはどんなものかについてお話し

したいと思います。 

囲碁とは、黒石と白石を交互に打って陣取り

をするゲームで、最後に陣地を多く取ったほう

が勝ちです。 

ルールは非常に単純ですが、実は奥が深く興

味深いゲームです。飛鳥時代に中国より伝わり、

貴族、僧侶、そして織田信長や秀吉のような武

士、農民にも愛好されました。 

かつてやったことのある方は勿論、やってみ

たいと思われる方々は、5/13 日の次回例会に

見学の場を計画いたしましたので是非ご参加

ください。 

興味ある方は青木（携帯：090-6520-3545）迄 

ご連絡ください。 

◎次 回 例 会  ・日 時：5 月 13 日（金） 12：30～16：30 

・場 所：市民センター 第 6 会 議 室 

世話人：青木  淳 TEL 090-6520-3545 

参加者 7名（敬称略） 

前列左から 高橋（鶴）、堀田、塩田 

後列左から 阿部（茂）、青木、田島、一色 

人類の進化論 

 
 
 

3月 18日（金）ZOOMオンラインで第 80回の会を開催しました。 

１. 世界の話題（VOAより）  担当 山本 

In Ukraine, 1 Million Children Leave behind Lives, Friends. 
ロシアがウクライナに進行してから数週間で、約 2百万人の難民が西側国境にある 

ハンガリー、ポーランド、スロバキア、ルーマニア、モルドバに避難した。その内半数が子供である。幼い

子供は、自分たちの生活が変わったことを理解していないかもしれないが、大きくなった子供は自分達の苦

難を知っている。これらの子供たちは、戦争からの脱出によって心的傷を負う危険性がある。 

２．グローバルサロン放談会    担当 木野 

題目 「ウクライナ戦争と日本の安全保障」 

現在ロシアとウクライナの間で行われている 21世紀型の戦争が日本と中国の間で勃発した場合、日本はど

うすればよいか。台湾有事、アメリカのバイデン政権は本当に日米安保で日本と共に戦ってくれるのか？中

国には「愛国法」という法律がある。もし中国と日本の間で戦争が始まれば、在日の多くの中国人は武器を

持って立ち上がるかもしれない。餓死者が出るほどの北朝鮮が一目置かれているのは核兵器をもっているか

らだ。憲法 9条があるから平和が保てるという護憲派には平和ボケ以上の現実離れを感じる。独、伊は米の

核を自国で共有している。 

３．雑学講座       担当 黒田  

アメリカのジョーク集：ジョークの違いから文化が見える！（12） ⇒ 

  人類の進化論 将来原爆によって体が変化する。 

               参加者 3名 黒田 木野 山本（岩） 

 

4月以降の開催日予定  4月 15日（金） 市民センター  14：00～16：30  

5月 20日（金） 市民センター  14：00～16：30    （山本 岩男 記） 

 

世話人：山本 岩男 TEL 090-6011-8139  
黒田 祐司、木野 友博 
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東 村 山 稲 門 会 入 会 ご 挨 拶 
小田 弘史（平 4社学） 

皆さん、初めまして。1992 年社会科学部卒の小田弘史と申します。1986 年入学であり本来

ならば 1990年卒であったはずなのですが、2年留年して 1992年に漸く卒業に漕ぎ着けました。

私が早稲田大学にいた 6年間は、バブルの前と後、昭和天皇崩御の前と後、ソ連崩壊の前と後、

とずいぶん激動の時代であったと感じています。 

入学した頃は、古い建物が密集していた早稲田界隈ですが、卒業した頃にはそろそろお洒落な建物が建ち始

めていました。 

 在学中は、社会科学系のサークルと、学生こども会サークルとを掛け持ちしていました。卒業後、民間企業

の経験はありません。そして、2002 年に小学校教諭免許を取得し、2010 年以降は比較的時間に余裕のある非

常勤の小学校教員をしながら、残りの時間は大学・大学院の勉強に当てています。二足の草鞋を履いています。

2019 年に関東学院大学博士後期課程を単位満了退学し、2020 年には学習院大学法学部政治学科に 3 年次編入

しています。着地点はまだ分かりません。日々、試行錯誤です。 

今まで所属した稲門会は、90 年次稲門会と、会津稲門会です。会津稲門会と言うのは、2011 年 8 月から翌

年 3月に掛けて、私が福島県会津若松市内の小学校に赴任した時に参加させていただいたものです。2018年春

に行われた 90年次稲門会の会津ツアーでは、私が橋渡しして 90年次稲門会と会津稲門会の昼食会を実現しま

した。 

 私はカラオケが大好きです。好きなジャンルは、私が子供だった頃の 1970 年代のアニメソングです。会津

若松にいた頃、足しげく一人でカラオケに通ってこのジャンルを発掘しました。しかし、90年次稲門会の人た

ちは、あまりこのジャンルを好みません。古田足日、山中恒と、早稲田大学にも童心主義の伝統はあると思う

のですが…。それでは、今後宜しくお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第８８回大会のご案内  

コロナ禍も沈静化しつつある中、久しぶりの麻雀大会を再開したいと思います。 
約 2 年の間隔があき、メンバーも若干若返るかもしれませんが、勝負にこだわらず久しぶ

りのゲームを楽しみましょう。ルールが良く分からない人、点数が数えられない人、歓迎しますので是非ご参
加ください。（いくら負けても参加費以外の出費はありません） 
                     記 

日 時 ：  R4 年 4 月 24 日（日）  12：30 

場 所 ：   サロン「園」  TEL：394－4444 

会  費  :   4,000 円 
 

締 切 ： 4 月 18（月）までに阿部  茂、佐々木までご連絡ください。 
（4 で割り切れないときは助っ人をお願いする都合があるため） 

（阿部 茂 記） 

世話人：阿部   茂 TEL 042-332-0298
佐々木 晶敏 TEL 042-397-6681 
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《 会 員 だ よ り 》    人材に富む早稲田          

安田 忠治（昭 37教育） 
           

これまでの関りで次のような学会・研究会等がある。英語の語法等の「日本英語表現学

会」、実践力のある教師を目指す「早大教師教育研究所」、「フランスの地歴教師招聘及び

両国地歴教師や授業等による交流事業」、かつて都教委招聘の「イギリス・スコットラン

ド教育者との交流事業」、文科省との連携実施の「フィンランド教育者との交流事業」や、

日本政府観光庁認可で主宰の「首都東京ウエスト通訳・ガイド」がある。 
 また語学研究等で調べることのために、早大本館・人間科学部図書館の利用がある。それに先日は本市図書

館でのことである。 かなりのスペースで書籍を並べた「最新入館本」のコーナーで「世界文学の名作を最短

で読む」「日本語と英語で味わう五十作」（栩木伸明編訳）に接することとなった。 
何かの折、殆ど接した作品で各々日本文・英文・解説で編集されている。英文は原文や他の作者による場合

もあるが、いずれもほれぼれする英文内容での構成である。それは、作品各々のクライマックスに当たる箇所

を取り上げての展開となっている。例えば、ヘミングウェイ作「老人と海」の引用は、老いた漁師サンティア

ゴが「ローブを引きながら輪を描いて泳ぐカジキが三度目に、小舟にあらわれるところである。我家の書棚か

ら同書を取り出し、読んだことを思い出し改めて音読での鑑賞である。そして解説では、決闘の相手は誰か？

として文学鑑賞のだいご味に迫っている。双方向講座でどんな討論か楽しみである。 
早大は優れた教授陣で定評がある。編者は同大で教鞭を執っている学者である。この度は、目から鱗の作品

との出会いであった。このような指導者の下で、真摯に学ぶ学生から優れた人材が輩出される。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
《 会 員 だ よ り 》 ～走ることについて語るときに僕の語ること～  

羽倉 明彦（昭 56法） 
 

東村山稲門会の皆様、ご無沙汰しております。1981 年法学部卒の羽倉です。タイトルが近況報告らしくな

いですが、私の愛読書で早稲田が世界に誇る“走る小説家”村上春樹氏の著書のタイトルを借りてきました。 

私の“走ること”は国分寺中での陸上部から始まり、1992～1996 年の駐在員時代に、NY 稲門会の皆様の

強いお誘いで参加した New York City Marathon が初マラソン、本格的に取り組みだしたのは 52 歳の健康

診断の後、そして 100 キロマラソンを目標としたのは、同年村上氏のタイトルの本に出会い第 6 章“もう

誰もテーブルを叩かず、誰もコップを投げなかった”に惹かれてからです。第 6 章は村上氏が 1996 年に

走ったサロマ湖ウルトラマラソン（100 キロマラソン）の経験を書いたもので、他のマラソンとは別次元

の精神状態の描写は異彩を放っています。 
ウルトラは時間以内に 100 キロ走りきる、ただそれだけなのです

が、決心がつかない自分を追い込むために還暦イベントとして 
家族や知人に吹聴して 2017 年 6 月 25 日早朝 5 時にスタートライ

ンにつきました。その後の 12 時間 14 分は余りにも沢山のことが

あり過ぎて、ここでは描き切れませんが人生で最高の達成感と

Burn out を味わいました。その後も懲りずに毎年ウルトラ、フル

マラソンに参加し続けていますので、私の場合の“僕の語ること”
は、走ることは中学時代から始まった“人生の一部、乃至は座標

軸”と言うことなのかもしれません。 

それもコロナでここ 2 年、取り上げられましたが、然る 3 月 6 日、

14 回目の正直で当選した東京マラソンを走って、また“僕の語る

こと”が動き出し、サロマの再開を心待ちにしている今日この頃

です。 
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〇今年の冬は、例年に比べ寒い日が続いたが、3 月中旬から一気に温かい日が続き、我家

の梅の木も満開になった。その頃、毎年きまって「ひよどり」や「めじろ」がやってきて

目を楽しませてくれる。（写真）今年も 6 月には梅の実をつけてくれるだろう。今年も梅

干しや梅酒を作ろうと思っている。 

〇2 月 24 日に始まったウクライナへのロシアの侵略が毎日テレビで報道され、心を痛めて

いる。20 世紀の戦争の教訓から学び、再び戦争を起こさない様々の抑止装置が一気に壊れ

てしまった。戦争の犠牲者はいつもなんの罪をない国民だ。グローバル化が進んだ 21 世

紀では戦争による勝者はない。早期に停戦を実施する方策を追求すべきと思っている。                                    

                              （山本 岩男 記） 

次号の締め切りは 4 月 23 日（土）です。皆様の投稿をお待ちしています。 
送付先 山本岩男  E-mail：yamamoto.i@jcom.home.ne.jp 
メールで投稿される方は、山本以外の下記編集委員にも、同報メールをお願いします。 

小菅 宏 hkosuge@asahi.email.ne.jp  滝来京子 k-takirai@jcom.home.ne.jp  小野浩一 onok@nichirei.co.jp 
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★イベント･同好会等の最新予定は、ホームページのカレンダーを参照下さい。 QRコードは➡ 

日 曜 時  間 場　所 備考 日 曜 時  間 場　所 備考

ウオ―キングの会 ― ― ― ― ― ― ― ― 町田(和)  090-9133-0567

郷土史 の 会 ― ― ― ― ― ― ― ― 阿部 茂  042-332-0298

4 月 9:00～13:00 運動公園C 4 水 9:00～13:00 柳泉園B・運動公園C

13 水 9:00～13:00 運動公園C・柳泉園A 9 月 9:00～13:00 運動公園C

18 月 9:00～13:00 運動公園C 18 水  11:00～13:00  運動公園C・D

29 金 9:00～13:00 運動公園C 23 月 9:00～13:00 運動公園C

囲碁 同好会 ― ― ― ― 13 金 12:30～16:30 市民センター 青　木  042-396-3545

カラオケ同好会 ― ― ― ― ― ― ― ― 黒　田  080—9567—6994

園 芸 の 会 ― ― ― ― 12 木 14:00～15:30 市民センター 當　間  042-391-6023

麻雀 同好会 24 日 12:30～ サロン「園」 ― ― ― ― 阿部 茂  042-332-0298

音楽 同好会 ― ― ― ― ― ― ― ― 北　野  04-2925-7893

俳句 同好会 28 木 14:00～ ＊ ― ― ― ― 井　垣  04-2924-2934

ゴルフ同好会 ― ― ― ― ― ― ― ― 紅松 喬  042-393-6924

グロ－バルサロン

 英語の会
15 金 14:00～16:30 市民センター 20 金 14:00～16:30 市民センター 山本(岩）  090-6011-8139 

女  子  会 ― ― ― ― ― ― ― ― 滝川(桜)  042-394-8187

書 道 同 好 会 30 土 15:40～17:00 萩山公民館 31 火 15:40～17:00 萩山公民館 大　森  042-391-0535

写真を楽しむ会 ― ― ― ― ― ― ― ― 小　菅  090-6938-9694

2 土 13:00～15:00 シルバー人材センター 7 土 13:00～15:00 シルバー人材センター

16 土 13:00～15:00 シルバー人材センター 21 土 13:00～15:00 シルバー人材センター

同好会 短期予定表
世 話 人

（問合せ先）

―　:対象月に開催予定無し　　　　　＊　：ニュース編集時点で未定。　詳細は世話人にお問い合せ下さい。

29 日 12時（12時45分） 神宮球場 （ZOOM）17 日 14:00～15:00 早慶レガッタ ZOOM
早稲田スポーツを

　　応援する会
富　澤  080-5086-8461

 090-6938-9694

同好会・行事
 5 月4 月

パソコン同好会 小　菅

富　澤テニス同好会  080-5086-8461


	In Ukraine, 1 Million Children Leave behind Lives, Friends. ロシアがウクライナに進行してから数週間で、約2百万人の難民が西側国境にある ハンガリー、ポーランド、スロバキア、ルーマニア、モルドバに避難した。その内半数が子供である。幼い子供は、自分たちの生活が変わったことを理解していないかもしれないが、大きくなった子供は自分達の苦難を知っている。これらの子供たちは、戦争からの脱出によって心的傷を負う危険性がある。 ２．グローバルサロン放談会　...
	5月20日（金）　市民センター　 14：00～16：30　　　　（山本　岩男　記）

